
やまがた教育ビジョン２０２０（５か年計画 2020 年度～2024 年度）

山県市では、魅力ある地域づくりを進める中で、将来を担う児童生徒に「師を仰ぐ心」や「ふるさとへの愛
着」を育むとともに、「山県市の発展」に貢献しようとする人材を育成することが大切であると考えます。
そのためには、学校が現状の課題から目をそらすことなく、すべての児童生徒に対して責任ある教育活動を

展開する必要があります。
この教育ビジョンは、学校教育の課題解決のアプローチを２点に定め、目指す児童生徒像の具現に向けて、

今後推進すべき主要施策を示したものです。これをもとに、教育関係者、保護者、地域住民がパートナーとし
て手を取り合い、｢先輩・先生｣となって、人口減少期の山県市の｢縮小化の教育モデル｣に挑むものです。

【教育大綱】 基本理念

基本方針

〇「３つのがんばること」を言葉にして表す
【人生１００年時代を生き抜く自信】

〇｢自分の考え」で行動を決定し、やりきる
【自己責任の自覚】

〇部活動や地域の活動、ボランティアに進んで参加する
【困難と達成の経験】

〇「仲間と違う意見」が言え、「自分と違う意見」を受け入れられる
【自己決定のための思考力･判断力】

〇ＩＣＴを使って「自分の考え」をプレゼンできる
【協働のための技能・表現力】

〇日常的に、新聞や本を読み親しむ
【学びの基礎となる読解力】

コミュニケーション能力と非認知能力（※１）の向上 学(ぶ)力保障と自律力育成、問題解決の経験

学びを支援

する安全･

安心な教育

環境づくり

12
山県市図書館の活性化の
推進

32 市内図書館の蔵書管理の一元化事業

33 就学前支援図書館の機能構築事業

13 予防的施設管理の充実 34 避難所機能充実事業（体育館）

14
法に基づく安全･安心な学
校教育の実施

35 熱中症等の対策に係る時期・時間・内容の改善事業

36 重大事故への予防事業

37 いじめ防止基本方針等の実効性点検事業

15
地域の教育力を生かした
パートナーシップの充実

38 地域の実情を生かしたＣＳと地域学校協働活動本部の

39 持続可能な部活動を目指す地域連携事業

40 学校支援パートナーの開発事業

41 子ども文化クラブとの連携による個性化構築事業

働き方改革

と教職員の

資質・能力

の向上

16
ワーク・ライフ・チョイ
スによる教師力向上

42 統合型校務支援システムの導入事業

43 電子黒板、デジタル教科書等ＩＣＴ環境の整備事業

44 WEB 会議システムによる遠隔会議の実施事業

45 主体的研修事業

46 学校事務の共同実施による効率化事業

次代が求め

る学ぶ力を

育む教育の

推進

1
教科アクティブラーニン

グの実践研究の推進

1 主体的・対話的で深い学びにつながる教材の開発事業

2 ICT 整備活用事業

3 ラウンドテーブル教室の整備事業

2
STEAM 教育・小学校教科

担任制の推進

4 防災科学教育の実施事業

5 小学校高学年専科教員の配置事業

6 多様な教科学習支援員の配置事業

7 一人一実験等の教材備品の充実事業

3
豊かな人間性を育むリア
ルな体験学習や人権教育
の充実

8 自然体験学習の充実事業

9 人権教育の充実事業

10 起業家教育の開発事業

多様な学び

を支援・開

発・研究す

る教育体制

の充実

4
個のニーズに対応する特

別支援教育の充実

11 関係機関との連携・切れ目のない支援の充実事業

12 通級指導教室の拡充と担当教員の養成事業

13 ICT を活用した支援事業

5
高等学校・大学等との連

携

14 未来塾・放課後子ども教室の充実事業

15 山県高等学校との連携事業

16 学習開発や教職員研修に係る大学連携の充実事業

6 小規模校の魅力化推進

17 交流・遠隔授業の拡大事業

18 適正規模等検討の実施事業

19 異年齢学習の実践研究事業

7
いじめ等の未然防止と対
応の徹底

20 「スクールワイド PBS」の実施事業

21 いじめ防止対策推進法に則った組織的な対応及び評価事

山県への愛

着をもち、

世界に視野

を広げ活躍

する人材の

育成

8
地域の未来を考えるキャ
リア教育の推進

22 キャリアパスポートの作成・活用事業

23 中学生職場体験週間の実施事業

9
文化施設と学校の連携に
よる文化ゾーンの活性化

24 学校連携型の展示と体験型美術館の開発事業

25 部活動連携型の舞台芸術の推進事業

10
山県市の歴史的文化財
（大桑城跡）の活用

26 大桑城跡の国指定活用推進事業

27 デジタルアーカイブ資料の作成事業

28 「子ども学芸員」の組織化事業

11
山県市部活動の活性化の
推進

29 「山県市合同部活動」の設置事業

30 小中学校の教員による教育的運営事業

31 ＴＳＣとの連携による個性化実現事業

５つの重点 １６の主要施策 ４６の事業

1

2

3

4

5

（※1 非認知能力とは,読み・書き・計算等の

認知的能力に対して、「主体性」や｢やり抜く力｣

といった数値化しにくい能力のことをいう。）

（※２ STEAM教育とは，Science（科学）,Technology（技術）,
Engineering（工学）,Mathematics（数学）を統合的に学習する
「STEM 教育」に, Art（芸術）を加えて提唱された教育手法
である。）

家庭（居場所）

CAREER
自己実現
社会の中で

自分の役割を見いだす

GLOBAL

世界的な視野に立って、

地元の未来を描く

SENSIBILITY
感性

リアルな体験をもとに
感じ取る

第二次山県市教育振興基本計画 「師を仰ぐ心」を養う

「師」とは、親・先生・先輩・地域の人々

「子」は、人々の熱き思いに育まれていることに感謝し、教育は、それらの人々を尊ぶ心を養う。

１０年先から今を見た教育

の役割へのアプローチ
いじめ、不登校等、長年学校が抱え続ける

課題解決へのアプローチ

義務教育９年間でめざす児童生徒像

違いを認め、それぞれが努力し、

あたりまえに支え合える人

自分の頭で考え、多様な人と協働し、

新たな価値をデザインできる人

地域（パートナー）

STEAM（※２）
科学的思考・芸術
知識や技能を活かして

創造する

PHILOSOPHY
哲学

生き方の軸をもつ

COMMUNICATION
対話

多様な人と共感する

教育課程編成の観点

学校運営協議会・TSC・文化ゾーン
公民館・地元企業
コラボレーター・高校・大学

「挑戦者たち！」

未踏に挑む


